
経済学研究科　博士後期課程　履修系統図

※授業科目
経済理論特殊研究、経済史特殊研究、経済政策特殊研究、財政金融特殊研究、国際経済特殊研究、
経営特殊研究、会計特殊研究、統計特殊研究、情報特殊研究

・情報科学について、博士レベルの知識を修得
し、，コンピュータを高度に活用し、問題を発見し、
高度に専門的な研究論文を作成できるようにする
ことを教育目標とする。

情報演習 情報演習 情報演習

指導教員の担当する情報特殊研究

授業科目※（除く指導教員の担当する情報特殊研究）

・統計学について、博士レベルの知識を修得し、実
社会の様々なデータを精密に分析し、問題を発見
し、高度に専門的な研究論文を作成できるように
することを教育目標とする。

統計演習 統計演習 統計演習

指導教員の担当する統計特殊研究

授業科目※（除く指導教員の担当する統計特殊研究）

・会計学について、博士レベルの知識を修得し、会
計に関連する諸問題を精密に分析し、問題を発見
し、高度に専門的な研究論文を作成できるように
することを教育目標とする。

会計演習 会計演習 会計演習

指導教員の担当する会計特殊研究

授業科目※（除く指導教員の担当する会計特殊研究）

・経営学について、博士レベルの知識を修得し、経
営に関連する諸問題を精密に分析し、問題を発見
し、高度に専門的な研究論文を作成できるように
することを教育目標とする。

経営演習 経営演習 経営演習

指導教員の担当する経営特殊研究

授業科目※（除く指導教員の担当する経営特殊研究）

・国際経済について、博士レベルの知識を修得し、
国際経済に関連する諸問題を精密に分析し、問題
を発見し、高度に専門的な研究論文を作成できる
ようにすることを教育目標とする。

国際経済演習 国際経済演習 国際経済演習

指導教員の担当する国際経済特殊研究

授業科目※（除く指導教員の担当する国際経済特殊研究）

・財政学・金融論について、博士レベルの知識を修
得し、財政・金融に関連する諸問題を精密に分析
し、問題を発見し、高度に専門的な研究論文を作
成できるようにすることを教育目標とする。

財政金融演習 財政金融演習 財政金融演習

指導教員の担当する財政金融特殊研究

授業科目※（除く指導教員の担当する財政金融特殊研究）

授業科目※（除く指導教員の担当する経済史特殊研究）

・経済政策について、博士レベルの知識を修得し、
経済政策に関連する諸問題を精密に分析し、問題
を発見し、高度に専門的な研究論文を作成できる
ようにすることを教育目標とする。

経済政策演習 経済政策演習 経済政策演習

指導教員の担当する経済政策特殊研究

授業科目※（除く指導教員の担当する経済政策特殊研究）

学修・教育目標

・経済理論について、博士レベルの知識を修得し、
経済現象を精密に分析、問題を発見し、高度に専
門的な研究論文を作成できるようにすることを教育
目標とする。

経済理論演習 経済理論演習 経済理論演習
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指導教員の担当する経済理論特殊研究

授業科目※（除く指導教員の担当する経済理論特殊研究）

・経済史について、博士レベルの知識を修得し、各
地域・各時代における経済活動を精密に分析し、
問題を発見し、高度に専門的な研究論文を作成で
きるようにすることを教育目標とする。

経済史演習 経済史演習 経済史演習

指導教員の担当する経済史特殊研究
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